
平成２６年７月７日

北海道旅客鉄道株式会社

平成２６年７月６日 特急スーパー北斗１８号
１号車のデッキ付近からの白煙の発生について

１．概 況

平成２６年７月６日２１時４５分頃、室蘭線静狩駅～長万部駅間を走行中の札幌１９時

２９分発函館行き特急スーパー北斗１８号（７両編成）で、非常通報装置（ＳＯＳボタン）

が扱われたため、運転士が緊急停止させました。車内を点検したところ、１号車後部デッ

キの機器室付近から白煙が発生しているのを確認し、運転士がエンジンを停止したところ

煙は収まりました。なお、火災の発生はありませんでした。

万全を期すため、ご乗車のお客様については、長万部駅に０時４８分に到着した臨時列

車にお乗り換えいただき、特急スーパー北斗１８号の代行列車として１時０７分に函館に

向け発車し、２時３２分に函館駅に到着しました。

その後、函館運輸所で検修社員が調査したところ、当該デッキの機器室下にある床中配

線の被覆の一部が焦損していることが判明しました。現在も調査を続けております。

２．当日の編成
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(当該車両)

キハ２８１－４号（新製：平成５年１２月６日）

３．原 因

１号車(キハ２８１－４号)の機器室床中配線の被覆の一部が焦損したため。

（詳細調査中）

４．配線状態の確認

２８１系については、床中など目視での確認ができない配線も含め、車両全体の配線状

態の確認は、交番検査（９０日毎）要部検査（約１．５年毎）、全般検査（８年毎）で、

絶縁抵抗試験（漏電がないことを確認するため、配線に電圧をかけて漏れ電流：抵抗値を

測定する試験）を行っています。

当該車両の直近の交番検査は、平成２６年５月２２日に実施しており、異常ありません

でした。

５．緊急の取り組み

（１）スーパー北斗の出区前に下記点検を実施し、異常はありませんでした。

・同構造である車両の当該配線状態検査を実施しました（対象９両）。

・スーパー北斗全編成を対象に電気配線と車体が電気的に接触していないかどうか

検査を実施しました。

（２）原因が判明するまでの間、以下の緊急対策を実施します。

・現在９０日毎に行っている絶縁抵抗試験を、４５日毎に短縮して実施します。
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